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ふたば（效範・水南） 中央東（道泉・深川・古瀬戸） しなの(品野・東明) 

人 口 29,041 人 9,831 人 14,465 人 

老年人口 

(高齢化率) 
7,503 人（25.8％） 3,608 人（36.7％） 4,758 人（32.9％） 

地域の状況 

 

 

市街地：高齢者から若年者まで人口構造が 

多様な地域。 

旧市街地：交通アクセスは良いが、困難

な問題を抱える高齢者が 

多く居住する地域。 

山間地域：高齢者にとって交通アクセス 

     が不便な地域。 

人口と高齢者人口は市内で一番多い 

地域。ただし高齢者人口率は、はたやまと 

並び市内で一番低い。 

こうはん連区は新旧住民が居住し、町内の

多くに集会所があり、地域における自主的

な活動が活発な地域である。 

水南連区は坂道があり、細い道も多くあ

る。集合住宅が多くあり、高齢者が多く 

居住するマンションもある。 

人口は市内で一番少ないが高齢者人口

率は市内で２番目に高く、高齢者独居 

世帯率は市内で一番高い。 

古くから居住する住民が多いが、地域の

つながりが希薄で少子化も進んでいる。 

生活道路は道幅が狭く、山に沿って住宅

が立ち並んでいるところもあり、坂道が

多い。 

 

担当する地域の面積が非常に広く古く

から居住する住民が多い。 

そのため地域のつながりが昔から強く

地域活動が盛んである。 

交通機関は名鉄バス、コミュニティバス

が通っているが、本数と停留所が少な

い。また国道や県道は歩道がないところ

が多い。 


